
北
か
ら
の

発
信 

流
氷
と
く
ら
し 

オ
ホ
ー
ツ
ク
海
は
流
氷
の
南
限

流
氷
の
到
来
す
る
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
は
、
カ
ム
チ
ャ
ッ

カ
半
島
・
千
島
列
島
・
樺
太
・
北
海
道
に
囲
ま
れ
た
南

北
約
２
千
㎞
、
東
西
１
千
㎞
に
及
ぶ
、
平
均
水
深
８
３

８
ｍ
の
海
域
で
す
。

オ
ホ
ー
ツ
ク
海
は
、
流
氷
の
で
き
る
海
と
し
て
は
最
も

低
緯
度
の
海
、
流
氷
南
限
の
海
で
す
。
北
海
道
オ
ホ
ー
ツ

ク
海
沿
岸
は
、
毎
年
１
月
か
ら
３
月
末
ま
で
流
氷
に
深

く
お
お
わ
れ
、
厳
し
い
冬
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

オ
ホ
ー
ツ
ク
海
北
部
で
は
11
月
初
旬
に
結
氷
が
始
ま

り
ま
す
が
、
北
海
道
の
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
沿
岸
で
結
氷
す

る
の
は
１
月
初
旬
、
沖
合
に
成
長
し
た
流
氷
が
到
達
す

る
の
は
１
月
中
旬
で
す
。
流
氷
が
去
る
の
は
４
月
中
旬

頃
で
、
約
80
日
間
が
流
氷
の
存
在
す
る
期
間
と
な
っ
て

い
ま
す
。

流
氷
の
影
響

流
氷
が
北
海
道
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
沿
岸
の
産
業
、
特
に

水
産
業
や
観
光
に
与
え
る
影
響
は
非
常
に
大
き
い
も
の

が
あ
り
ま
す
。

そ
の
主
な
も
の
を
良
い
面
と
悪
い
面
に
分
け
て
整
理

し
た
も
の
が
次
の
表
で
す
。

流
氷
に
よ
る
デ
メ
リ
ッ
ト
と
被
害
防
止
対
策

流
氷
が
水
産
業
に
与
え
る
悪
影
響
と
し
て
は
、
流
氷

災
害
が
主
な
も
の
で
、
船
舶
の
海
難
事
故
、
港
湾
・
漁

港
の
閉
塞
、
漁
期
の
制
約
、
漁
網
・
養
殖
施
設
の
被
害

が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

特
に
、
サ
ロ
マ
湖
で
は
流
氷
被
害
が
昭
和
47
年
以
来

平
成
５
年
頃
ま
で
８
回
も
起
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で

に
最
も
大
き
な
被
害
は
昭
和
49
年
１
月
で
、
湖
内
結
氷

前
に
流
氷
が
サ
ロ
マ
湖
全
域
に
わ
た
り
大
量
に
流
入
し
、

漁
船
が
安
全
航
行
で
き
な
く
な
り
、
か
つ
、
サ
ロ
マ
湖

は
ホ
タ
テ
ガ
イ
・
カ
キ
の
養
殖
漁
業
な
ど
で
約
27
億
円

の
漁
獲
を
揚
げ
て
い
る
漁
業
資
源
が
非
常
に
豊
富
な
湖

で
す
が
、
こ
の
ホ
タ
テ
ガ
イ
・
カ
キ
の
養
殖
施
設
が
壊

さ
れ
、
23
億
円
と
い
う
水
揚
げ
の
85
％
を
占
め
る
甚
大

な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
再
三
に
わ
た
る
流
氷
被
害
と
地
元
漁
業

者
か
ら
の
強
い
要
望
を
受
け
、
平
成
６
年
に
ア
イ
ス
ブ

ー
ム
（
流
氷
流
入
被
害
を
防
止
す
る
施
設
・
写
真
参
照
）

の
工
事
が
着
手
さ
れ
、
平
成
13
年
に
ア
イ
ス
ブ
ー
ム
と

そ
の
関
連
施
設
が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

サ
ロ
マ
湖
で
は
安
全
な
操
業
と
安
定
的
な
生
産
が
確
保

さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
流
氷
の
来
る
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
に
面
す
る
宗
谷

支
庁
・
網
走
支
庁
・
根
室
支
庁
管
内
の
沿
岸
市
町
村
の

重
要
な
産
業
で
あ
る
漁
業
は
、
サ
ケ
・
マ
ス
、
ホ
タ
テ

ガ
イ
漁
業
な
ど
北
海
道
の
主
要
な
栽
培
漁
業
種
で
大
き

な
水
揚
げ
を
揚
げ
て
い
ま
す
が
、
コ
ン
ブ
・
ウ
ニ
な
ど

水
深
10
ｍ
以
浅
の
浅
海
生
物
資
源
は
流
氷
氷
塊
に
よ
る

摩
擦
で
損
傷
・
芽
落
ち
し
た
り
、
流
氷
が
接
岸
す
る
浅

瀬
で
は
流
氷
接
岸
に
よ
る
極
度
の
水
温
低
下
か
ら
摂
食

が
に
ぶ
く
な
り
、
ウ
ニ
の
成
長
・
身
入
り
が
悪
く
、
飢

餓
状
態
に
な
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
流
氷
塊
の
接
岸
を
く
い
止
め
る
施
設
に
つ
い
て

産業と流氷産業と流氷

網走港ホタテガイ水揚げ風景

デメリット ①船舶の海難事故
②港湾、漁港の閉塞
③漁期の制限
④漁網・養殖施設の被害
⑤定着性生物（コンブ・ウニ）
の損傷
⑥流氷接岸によるウニなどの動
物の生理障害

メリット ①海岸の保護
②沿岸植物の塩害保護
③磯掃除効果によるコンブの増大
④流氷観光
⑤操業制約による資源保護
⑥アイスアルジー（氷中の藻類）
による基礎生産力の増大（資
源の維持増大）

表１　流氷のデメリットとメリット
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は
、
流
氷
の
及
ぼ
す
力
の
大
き
さ
が
水
産
サ
イ
ド
だ
け

で
は
か
い
も
く
見
当
が
つ
か
ず
悩
ん
で
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
北
海
道
大
学
の
流
氷
研
究
施
設
や
民
間
の
流
氷

研
究
組
織
な
ど
と
の
協
力
に
よ
り
、
流
氷
の
海
岸
を
押

す
力
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
な
い
こ
と
が
判
明
し
、
昭
和

54
年
９
月
、
世
界
で
初
め
て
の
コ
ン
ブ
・
ウ
ニ
増
殖
を

目
的
と
し
た
防
氷
堤
構
造
物
（
写
真
参
照
）
が
オ
ホ
ー

ツ
ク
海
沿
岸
の
興
部
町
沙
留
地
先
の
水
深
４
ｍ
ラ
イ
ン

に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
防
氷
堤
構
造
物
は
鋼
管
か
ら
で
き
て
お
り
、
一

基
の
規
模
は
長
さ
10
ｍ
、
幅
12
ｍ
、
高
さ
６
ｍ
、
重
量

48
ト
ン
で
、
こ
の
ユ
ニ
ッ
ト
を
何
基
で
も
並
べ
て
海
底

に
布
設
す
る
こ
と
で
漁
場
面
積
を
拡
大
で
き
ま
す
。
そ

の
後
の
調
査
で
も
、
コ
ン
ブ
・
ウ
ニ
の
生
産
に
大
き
な

効
果
を
上
げ
て
い
る
と
い
う
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
ア
イ
ス
ブ
ー
ム
や
浅
海
生
物
増
殖
用
の

防
氷
堤
は
、
流
氷
の
及
ぼ
す
被
害
・
影
響
を
防
止
す
る

こ
と
に
よ
り
、
水
産
業
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
、
流
氷
接
岸
が
浅
海
生
物
に
与
え
た
事

例
と
し
て
は
、
昭
和
59
年
に
、
平
年
に
は
接
岸
し
な
い

利
尻
島
・
礼
文
島
に
も
流
氷
が
接
岸
し
、
暖
海
性
種
の

エ
ゾ
ア
ワ
ビ
の
水
温
低
下
原
因
に
よ
る
生
理
機
能
不

全
・
へ
い
死
が
そ
の
後
の
大
き
な
資
源
減
少
を
招
い
た

と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

流
氷
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
と
活
用
策

流
氷
に
よ
る
良
い
面
と
し
て
は
、
流
氷
の
到
来
・
接
岸

は
自
然
に
よ
る
防
波
堤
の
役
割
を
果
た
し
、
風
浪
か
ら

海
岸
を
守
っ
た
り
、
貝
類（
ホ
ッ
キ
ガ
イ
）の
稚
貝
・
幼
貝

の
減
耗
を
防
止
し
た
り
、
沿
岸
の
植
物
を
塩
害
か
ら
守

る
役
目
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
道
東
の
釧
路
・
根
室
地
先
沿
岸
で
は
、
近
年

流
氷
の
到
来
・
接
岸
が
以
前
に
比
較
し
て
少
な
く
な
り
、

流
氷
に
よ
る
磯
掃
除
効
果
が
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
て
い

る
状
態
が
続
き
、
コ
ン
ブ
の
生
長
を
阻
害
す
る
雑
海
藻

の
繁
茂
が
著
し
く
、
コ
ン
ブ
の
生
産
漁
獲
に
大
き
な
影

響
を
与
え
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

流
氷
に
替
わ
っ
て
雑
海
藻
の
磯
掃
除
を
す
る
機
械
の
開

発
や
人
為
的
に
海
底
面
を
削
っ
て
コ
ン
ブ
の
繁
茂
を
促

進
す
る
付
着
面
の
造
成
な
ど
、
磯
掃
除
関
係
事
業
も
行

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
漁
業
者
は
、
流
氷
被
害
を
恐
れ
る
反
面
、

流
氷
の
到
来
・
接
岸
を
切
に
待
ち
望
ん
で
い
る
実
態
に

も
あ
り
、
流
氷
の
到
来
・
接
岸
は
コ
ン
ブ
の
増
産
の
た

め
に
も
重
要
で
す
。

ま
た
、
近
年
、
北
海
道
の
自
然
の
豊
か
さ
を
求
め
る

風
潮
も
高
ま
り
、
世
界
初
の
氷
海
展
望
塔
（
オ
ホ
ー
ツ

ク
タ
ワ
ー
・
紋
別
市
）
の
海
中
か
ら
の
流
氷
観
察
、
流

氷
の
中
を
砕
氷
し
て
進
む
ガ
リ
ン
コ
号
（
紋
別
市
）、
お

ー
ろ
ら
号
（
網
走
市
）
に
よ
る
遊
覧
船
観
光
な
ど
、
流

氷
観
光
は
冬
の
北
海
道
の
大
き
な
観
光
の
目
玉
に
定
着

し
て
お
り
、
流
氷
は
北
海
道
の
重
要
な
観
光
資
源
を
創

り
出
し
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

こ
の
ほ
か
の
、
流
氷
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
流

氷
の
到
来
に
よ
り
冬
期
間
操
業
が
で
き
な
い
こ
と
で
、

間
接
的
に
水
産
資
源
の
保
護
・
増
大
に
大
き
く
寄
与
し

て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
特
に
最
も
重
要
な
こ
と
は
、
海
氷
中
の
ア
イ

ス
ア
ル
ジ
ー
（
微
細
藻
類
）
に
よ
る
基
礎
生
産
力
の
増

大
で
す
。
流
氷
の
到
来
す
る
北
海
道
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
沿

岸
（
宗
谷
、
網
走
、
根
室
）
の
主
要
な
水
産
資
源
の
生

産
高
（
表
２
）
を
見
る
と
、
サ
ケ
・
マ
ス
、
カ
ニ
、
ホ

タ
テ
ガ
イ
な
ど
は
全
道
生
産
高
の
７
割
近
く
を
占
め
、

流
氷
即
ち
海
氷
（
ア
イ
ス
ア
ル
ジ
ー
）
は
流
氷
地
帯
の

各
種
水
産
資
源
の
維
持
・
保
護
・
増
大
に
大
き
な
役
割

を
果
た
し
て
お
り
、
流
氷
の
海
は
水
産
資
源
の
宝
庫
で

あ
る
と
い
え
ま
す
。

流
氷
に
よ
る
デ
メ
リ
ッ
ト
、
メ
リ
ッ
ト
は
色
々
あ
り

ま
す
が
、
大
き
く
見
る
と
、
流
氷
到
来
は
水
産
業
や
観

光
な
ど
の
産
業
に
少
な
か
ら
ず
貢
献
し
て
お
り
、
流
氷

は
重
要
な
自
然
か
ら
の
恵
み
と
い
え
ま
す
。

今
後
、
地
球
環
境
の
劣
化
等
（
温
暖
化
な
ど
）
に
よ

り
流
氷
が
消
え
去
ら
な
い
こ
と
を
切
に
望
ん
で
い
ま
す
。

北
海
道
栽
培
漁
業
振
興
公
社
常
務
理
事

今
井
　
肇

防氷堤構造物 アイスブームの冬季状況 アイスブームイメージ図

表２ 流氷地帯における主要魚種の漁獲高

紋別港を出港するガリンコ号とオホーツクタワー
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